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　　　　　　　　　緒　　　言
　伝統的な食べ物の分布を検討して来た前報までの結
果から，新潟県にも食による地域区分のラインが何本
か存在することを認めたωω。
　幾つかのラインのうち，最も重要なものは越後と佐
渡の間に存在する。概略であるがt越後は東日本型食
文化圏に，佐渡は西日本型食文化圏に属するものとさ
れているので，このラインはそのまま，日本の食文化
を東西に分けるラインの一部となる。
　この東西に分けるラインの太平洋は静岡県大井川付
近とされC3），北上して長野県西部を通るものと推定さ
れるが，日本海側のどこへ出るかが不明である。現在
までの検討では，漠然と新潟・富山の間を通って日本
海に出るものと考えられているが，この点にっいては
充分な検討がなされていないため，確かなことは不明
である。
　以上の点から，こうしたラインの存在一1本とは
限らないが，その確認と位置を明らかにすることを目
的として，標題の如き研究を開始した。
　本報においては，東西食文化の接点と推定される新
潟県南西部と富山県東北部に残る特異な喫茶法一バ
タバタ茶について調査検討した結果を報告する。
　　　　　　　　　方　　　法
1．聞き取り調査及びアンケート調査
　聞き取り調査は直接現地に赴いて実施する他，西頸
城地区農業改良普及所・内山干恵子専門改良普及員、
斉藤美保子生活改良普及員、糸魚川市立西海中学校・
山川いみ子教諭，糸魚川市斉藤醤油味噌醸造店・斉藤
窺氏等の協力を得て聞き取りを行った。
　アンケート調査は本学卒業生及び在学生などのうち，
本研究に関連する地域在住者の家族，親戚などに依頼
した。
　立て茶（番茶などを煮出したものを泡立て飲むお茶
の飲み方の一種であり，抹茶ではない）について，昭
和10年頃かそれ以前において，行ったことがあるか否
か，行っている場合にはその名称を質問した。
2．バタバタ茶の再現と茶会の観察
　新潟県糸魚州市方面に残っているものは、現在生活
の中で生きていないので，かって行うたことのある方，・
斉藤もとさん（明治36年生，糸魚川市横町在住）に、
1987年10月にバタバタ茶の立て方を再現してもらった。
　富山県下新川郡朝日町蛭谷（ぴるだん）では，バタ
バタ茶が生活の中に生きていて，しばしば茶会が開か
れる。1987年8月，谷口ふみさん（大正7年生）方の
仏事の茶会に出席し，その状況を観察した。
　　　　　　　　　結　　　果
1、バタバタ茶の実施状況
　得られた調査結果のうち，関係深いものと予測され
るi新潟県西頸城郡と糸魚川市，富山県下新川郡入善町
と朝日町について得られたものにっいて図！にまとめ
て示した。
　なお，図では示さなかったが，黒部川以西及び上越
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図1．新潟県西部及び富山県東部におけるバタバタ茶の分布
市以東，更に長野県では，同時に行った調査では，過
去，現在とも立茶を行ったという解答は得られていない。
2．バタバタ茶の名称
　図1に示したもののうち，実施34例の立茶の名称は
表1の如くである。圧倒的にバタバタ茶である。
3．蛭谷におけるバタバタ茶の茶会
　（1）蛭谷にっいて
　　　富山県下新川郡朝日町蛭谷は同町の中心地泊に
　　あるJR北陸線泊駅から東南，直線にして約6㎞，
　　越道喋に発する小川の右岸にある戸数100軒余の
　　集落であって，林業を主とし濃業を従として来た
　　が，現在では大部分がサラリーマン兼業である。
　　　対岸の羽入とともに小川谷最奥の集落であるが，
　　谷は広くて明るい。右岸下流に，谷集落が隣接し
　　ている。
　②茶会のきっかけと日時
　　　茶会は法事と慶事に関連して開かれる。毎月の
表1．パタパタ茶の名称
名　　　　称 件数 地　　　域
バ　　タ　バ　タ
ｧて茶（たて茶）
oタバタ茶と立て茶
茶 31? 糸細ll市市街地
?寳?s西海
　例会的なものとしては，各家ごとに茶会の日が定
　まっており，その日は最も新しい物故者の命日を当
　てることが多い。近年は兼業での勤務の都合が考
　慮されることがあるとのことである。
　　その他，子供の誕生に始まる一生の儀礼や葬式
　後の諸行事に関連する一時的な茶会もある。また，
　茶会の機会が少ない場合には「こっそり茶」と称
　して，親しい者が集って茶会を催すこともあると
　いう。
　　茶会を催す家では，当日7時頃から関係者に連
　絡し，8時半頃から始めることができるように準
　備する。
　　8時半頃から，出席者は三三五五と集って参り，
　茶会が始まる。午前には年配者が，午後には若い
　人が多くなる傾向である。参加者の殆んどは女性
　であるが，男性ではいけないこともないらしい。
　　参加者は数時間出席して，再びばらばらに帰っ
　て行く。長くいる人，短い人，その時の都合で変
　化する。決して，同時に始まり同時に終るような
　ものではなく，かなり自由であって束縛されてい
　ないように見受けられる。
｛3）茶会の進行
　　かつて囲炉裏が掘ってあったと思われる位置に
　置かれたガスコンロ上のやかん（約34容）でお
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茶が煮出されており，その周りには煮物や漬物，
お菓子なども既に用意されている。
　茶会の出席者は各自が茶碗と茶莞，それに膝掛
けの布を手提袋に入れて訪ねて来る。挨拶は「お
茶を貰いに来ました」程度に時候の言葉を添える
程度の簡潔さである。その後，適宜にやかんを中
心として座る。昔であれば，囲炉裏のまわりとい
うところである。
　膝掛けの布を膝の上に置いてから，お互いに談
笑しながら，各自持参の茶碗に，既にやかんに入
れてある茶杓で，茶を汲み出して注ぎ入れ、持参
の茶箆で左右に振るように動かして泡立てる。こ
の時，茶箆が茶碗の縁に当たって音を立てる。バ
タバタ茶の名前は，茶兆の振り方とこの時の音に
由来するものと考えられる。
　泡立ったならば，茶発を脇に置いて，片手で茶
碗を持って飲む。何回に分けて飲んでもよく，話
しながら飲む場合もある。両手でも，右手のみで
も構わないが，多くの場合，利手の右手で茶箆を
持っので，茶碗を持った左手でそのまま飲むこと
になる。そこには，特に定められた礼儀作法が無
いので，茶の湯に見られるような特有の緊張感が
無く，なごやかである。
　飲む量や回数は出席者にまかせられており，そ
の間，お茶受けの煮物や漬物を小皿にとって頂き，
お菓子も食べるが持ち帰りのみやげになる事もあ
る。お茶を飲み，お茶受けを食べながら話しの花
が咲く。主人側は時々やかんに水をさす程度の気
配りですましている。
　適当な時間後，出席者は各自持参の茶碗と茶晃
などを手提袋に納めて，簡単な挨拶とともに帰っ
て行く。
写真1．蛭谷でのバタバタ茶・茶会
、＼
写真2，バタバタ茶，泡立ちの状態
C4）材料と道具
　　蛭谷では，バタバタ茶に用いる茶もバタバタ茶
　という。この茶は黒茶の一種であって，かなり特
　殊なものである。
　　黒茶は現在，バタバタ茶用として富山県射水郡
　小杉町青井谷で製造されており，蛭谷にある農協
　出張所で入手できる。蛭谷出身であって遠くに住
　む人達の中で，この黒茶を持ち帰ってバタバグ茶
　を立てている人も少くないという。
　　整枝を兼ねて刈り取った三番茶葉を直ちに蒸し
　てから，粗揉みし，次に底と周囲をむしろで断熱
　した約1坪の発酵枠に入れ，45～55℃で約20日間
　保つ，この間，切り返しを2Bまたは1日に1回
　行うc4）（5）。この茶は微生物が関与する後発酵茶の
　一種であり，独特の風味を有している。
　　バタバタ茶用の黒茶は写真3一ωに示す如く，
　枝の部分が多く，茶葉部分は黒褐色を呈している。
　一部に数枚の茶葉が接着した状態が認められ，製
｛1）蛭谷の黒茶　　　（2｝糸無川の爵茶
t3〕糸魚川の乾燥茶花
　　写真3．バタバタ茶用の茶葉と茶花
一35一
県立新潟女子短期大学研究紀要　第25集　1988
写真4．蛭谷でのバタバタ茶用の茶碗と茶第
造途中に堆積が行われたことを示している。
　次に道貝であるが，やかんは写真1に示す如く，
日常的なものであり，茶杓はかって竹製であった
が現在では金属製であるta，。木綿製の茶袋〔b）に適
飛のパタパタ茶を入れ，口を絞ってから，やかん
の中の湯に入れられる。茶会が行われている間ず
っと煮出すことになるが，水は足されることはあ
っても，茶袋の内容は変えない。
　茶莞と茶碗は写真4の如くである。茶箆は夫婦
（めおと）茶晃と呼ばれる。3年物の根曲り竹で
作られ，長さ約17en，穂先は皮の部分だけになっ
て薄く弾力性がある。大体各40割くらいに細く割
られる。写真では穂先が曲っているが，使ってい
るうちに自然に曲って来るとのことである。2本
を揃えて組み合わせるが．手許の部分で2本の竹
釘を通して繋ぐ。
　かっては，朝日町山崎で作られていたC6）とのこ
とであるが，現在では，蛭谷の集落内で器吊な人
が適宜作っている。
　使罵に当っては，左右に動かす方向に直角に，
抵抗が多くなる方向でもって動かす。回転は殆ん
どしない。
　茶碗は直径10㎝t高さ7cm程度の筒形の五郎八
（ごろはち〉茶碗であり，現在，朝日町赤川に窯
元があって製造されている。写真の晶物は赤川産
である。ちなみに，赤川でもかつてバタバタ茶が
行われていたe
　　この他，現在は止めているものとして塩を加え
　　ることがある。かつては，塩を入れた小皿に塩し
　　ゃじCC）を添えて，茶席の数ケ所に主人側が準備し
　ておいた。出席者はまず塩を入れてから泡立てたe
　適承の塩は味がまろやかになっておいしくなる。
　　　しかし，飲む量や回数が多いので，たとえその
　食塩濃度が薄くても，総摂取皿が多くなるという
　保健上の心配があって，かなり以前から，塩は入
　れなくなった。なお，食塩は泡立にはあまり関係
　がないと考えられる。
4．糸魚川でのバタバタ茶
U）糸魚川
　　新潟県西南端の西頸城地方の中心地。姫川河口
　にある糸魚川町は北陸街道と松本街道の分岐点で
　あり，宿場町として栄えた。北信濃へ通ずる塩の
　道の起点としても有名である。近世期からは，松
　平氏1万石の城下町でもあった。
　　同じ新潟県でも，新潟市を中心とした蒲原地方
　とは著しく，隣接の中頸城地方とも種々の点でか
　なりの相違が認められる。逆に，隣接する富山県
　や長野県との関係が深く，特に前者とは方言など
　種々の点で共通性が認められ，新潟県と寓山県と
　の遷移地帯となっている。
②糸魚川でのバタバタ茶
　　姪谷と違って，糸魚川ではバタバタ茶は生活の
　中に生きていない。辛うじて，過去の体験を有し，
　立て方を知る人と当時の道具が残る程度である。
　　かっては，法事などと関連して，また飲み友達
　同志で，或いは朝や夜の一服というように，しば
　　しば茶会があり，気軽に飲んだものであるという。
　　この地域でもバタバタ茶の名称が普適であって，
　道に漏れる泡立ての音を1用いて，街を歩く人達は
　バタバタ茶を立てているなと思ったとのことであ
　る。その他，立て茶と呼ぶ人も居た。
｛3｝バタバタ茶の立て方
　　以下は，斉藤もとさんに再現してもらったもの
　の記録である。写真5参照。
　　まず，やかんに湯を沸かす。2～3人にっいて
　　3合程度とする。
　　陰干し茶花を7ケくらい入れて，しばらく煮る。
（a）ステンレスなどの金属製の場合．柄が熱くなるので，根曲り竹を罰ったものが添えられている。谷口市次郎氏の
　　工夫である。
（b）木綿布製，サイズ10x！5㎝程度，紐で口が絞れるようになっている。作ってから，何IIllも洗い，最後は余り物の
　　バクバタ茶の煮汁で煮る．，洗い不充分の時には泡凱ちが悪い。
ごC）栗の実のうち，充実できなくて皮だけでしゃくれたものの毛の出ている先の方から竹ひごを刺して作る。
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rkic，あまり上等でない番茶を多目の1っまみ入
れて，すぐ火を止める。しばらくそのまま休める。
　五郎八茶碗にやかんから茶を注ぎ入れる。この
場合，茶杓を使って汲み入れる家もある。更に，
塩壷から塩を塩しゃじでとって入れるが，お客に
塩味の好みを聞いて，塩の皿を加減する。
　茶箆を右手に，茶碗を左手でおさえて膝掛けの
上で，蛭谷と同じように茶箆を使って，泡を立てる。
　泡が充分IC立ったならば，茶第を茶碗の縁で軽
く打って水滴を振り落し，小皿や炉縁などに立て
掛ける。膝の上の布巾で茶碗の正面を軽く拭いて
から，お客に手渡しする。
　お客は特別な形式もなく，自由に飲んでから，
口IC当った部分を指で軽く拭いてから，主人に茶
碗を返す。
　主人は返された茶碗に少し湯を入れ，口に当っ
た部分から水を建水にこぼし，布巾で拭き，再び
次の客のために茶を立てる。
　やかんの湯が少なくなるので，時々，湯を足す。
煎じたお茶が薄くなり過ぎた場合ICは，最初から
新しい茶で始める。
　この間，お茶受けとしての漬物や菓子が出され
ているので，客は適宜，それらを頂きながら，お
茶の話しや世間話しの花を咲かせる。
写真5．糸魚川でのバタバタ茶
（4）材料と道具
　　お茶は特別のものは用いないで，あまり上等で
　ない番茶を用いる。写真3一②がそれであるが，
　3－Cl）の黒茶より上等の材料が用いられている。
　写真5の大きい茶筒にそれが人っている。
　　茶花は半月か1ケ月程，日陰でカラカラに干し
　上げたものであり，写真3－｛3｝がそれである。茶
花はそのままの状態で乾燥されていることがわか
る。写真5の小さな茶筒に入れられている。
　茶箆は蛭谷と同じ夫婦茶晃であり，写真6に示
した。この写真では，蛭谷と糸魚川のものに差が
認められるが，茶晃の作り手によってまちまちで
あり，泡立てでの使い方や使い込みの程度によっ
て異なってくるので，実際には，両者に差が無い
ようである。糸魚川の茶発は，かっては町の茶店
に売られていたが今は無い。
（左）糸魚川　　　（右〉蛭　谷
　　　写真6．．糸魚川と蛭谷の茶第
　茶碗も蛭谷と同じく五郎八茶碗である。塩は小
さな壷に入っており，竹の塩しゃじが添えられて
いる。
　　　　　　　　　考　　　察
1，煎茶を泡立てて飲む習慣の分布
　茶の飲み方の一っとして，煎じた茶汁を泡立てて飲
む習慣がかっては日本全国に広く，それも庶民の間に
広がっていたことが認められるσ㌔例えば，江戸時代
の備後国風｛翻湖状答㈲や阿波国風俗間状答（9），仙台風“o｝，
それに先に紹介した越後の農家年中行事記ql）CI2）などに
その記述が認められ，その他にもいくっかの文献があ
る（7）。
　また，漆間の調査“3）によれば，こうした飲茶の習慣
は近年まで，沖縄，島根，富山，新潟，青森の各県で
認められたが，現在それを確認できるのは，蛭谷及び
富山県入善町吉原のバタバタ茶，糸鮒llのバタバタ茶，
沖縄のブクブク茶σ），それに内容が若干異なっている
が昆根のボテボテ茶q4）（：5）Cd］のみである。
　このように，泡立てて飲む習慣は主として口本海側
に分布しており，それも新潟県西部と富山県東部の地
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域‘ζ奴敷しようとしているb
　これらの地域1ζかかる習慣が残る理由として，蛭谷
のバタバタ茶を寒地簸文北の一端とする考え（4｝もある
輩，蛭釜の場合はそれで貴いとしても，海岸｛こ多く認
あら為ることから，木地師との麗連だけで‘ま説明しき
凱ないよう莚患われるb入善斑吉療のバタバタ茶は漁
師の家で盛んである価㌔
　ま此，牽魚fl｛のバタバタ茶を壌雲地方からの伝播と
いう考えを守屋酌が紹介している。その場合，墨雲を
難蕊譲主松寧冬聴公1こ濁連づけること1こは疑器を感ず
る鮮，事テ潔テ茶1こその起源を求あることξこ絃一理あ
る毒う｛こ悪毎載るe不壕公の茶の蕩とバタバタ茶とは
そ⑳墓盤や表覆形奉力毒離れ過ぎているのに繋して，
毒テ毒ξテ茶と葦，共に癒民生趨こ墓盤を置き，硬う番
茶迄茶蓬窪遡勢ることなど鑑黄通挫が認めらわる。た
だ，i廃産迄残ワて恥るバタバタ茶ICIま，茶の湯の影響
が感むと轟る。
　ともあ耽，記憶に残r｝ているバタバタ茶1ま急速に減
少しっっある瓜現時点では，図玉に認められる如く，
灘岸纏に沿って東側は間脇まで，南側山手に向うて鱗
蓮癖で終っているfi大部分は糸魚fllの志街地とその霧
辺に密度高く分布している。
　糸魚fllは前述の如く交通の要衝であるため，人や物
の動きが活発となり，そのため，種々の事柄が糸魚潤
1こ一旦tかなりの高濃痩でデ註｛ジットし，それからそ
の罵辺に除々‘こ浸透して行r》たものと考えられるb例
えば，バタバタ茶が西からの文化と仮定すると，何ら
かの形で糸魚廻に伝来したものが，この地で濃縮され
る。そのため，糸魚唄には現在まで強くその伝統が維
持されることになる。更に，糸魚超の影響を受け易い
北陸街道沿いの閏脇までの間の地域で強くバタバタ茶
の習総を残すこと1こなるeそれに対して，その閤に山
があって，糸魚絹の影響が受けにくくなる能生以東で
は．バタバタ茶の習慣が弱くしか定着せず，急速に忘
れ去ったものと考えられる。
　実際，西頸城地方は東部の能生・名立と中央の糸魚
川や西部とは種々の点で異なるところが多いと言われ
ており，能生町と糸魚II［との閥あたりにラインが引け
るとのことである。バタバタ茶もそのラインに乗る事
麺の一っと考えられる。
2．蛭釜と糸魚撰のバタバタ茶の比較
　両地域のバタバタ茶はかなり類億し共通点が多いも
表童．…慶按と叢無葺紛践タノ｛夕茶｛r．｝琵穀
竃　　　ii≡ii「罫…　　　駅． 1　　蛭　　　　　貧 噛　　　兼　　無　　斑 ノ　　　ー　　　ト
悪　　毒1　’讐ノ｛タi惹c 1バタバタ茶を主とし，立て@薬毒沙もあ箏
襲会毒蓑 1舞妻を主とも．そ勇幾鍵事 猛事．擾事に魏連して行う
i華磯莚むてそ揚垂ζ無鑛 蹴無鷺孫の場合が多い
1蕪垂｝鑑会毒ある
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する
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茶　　　杓 使　　　う 使わない 上と同じ㈱茶　　　碗 五郎八茶碗，客は各自持参 五郎八茶碗、原則として主
茶　　箆 夫婦茶究
人側が用意する
v婦茶莞茶を立てる 茶会の客も主人も各自で 原劉として主人が客に立て
人 て出す茶莞の動か
ｵ方
右手で茶籠を持って動きの
綷?ﾉ直角にして左右に動
蛭谷と覇ご かき画わさない
かす
お茶受財
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浸物，煮物，菓子
wんどない
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のの，かなり大きな差も認められる。両者の比較をま
とめて表2に示した。
　両者で大きく異なるのは，お茶の種類と実際にお茶
を立てる人が誰かということである。茶を立てる人が
主人である糸魚川の場合には，茶会の雰囲気がどうし
ても形式ばることになり易いと考えられる。これに対
して，蛭谷の場合は，各自が立てるので全く自由であ
り，茶会は闊達で楽しいものとなり易い。このあたり
に，蛭谷にバタバタ茶がコミュニケーションの場とし
て，生き生きと生き残っている理由が隠されているよ
うに思われる。
　　　　　　　　　ま　と　め
　東西食文化が接触する地帯と推定される新潟県西部
の西頸城地方と富山県東北部に残る煎じたお茶を泡立
てて飲む一バタバタ茶について調査し，その分布状態
を探り，また実際の茶の立て方を記録した。
　その分布状態から，東側は糸魚川市と能生町を隔て
る境界線あたりまでが，かなり強い習慣があったこと
が認められた。
　仮に，バタバタ茶が西の文化であるとすると，東西
食文化を分けるラインの一つとして，この糸魚川と能
生を分けるラインが考えられることになる。
　富山県蛭谷と新潟県糸魚川に残るバタバタ茶は，共
通点が多いが，黒茶と番茶という用いる茶葉の違い，
泡立てをお客の各自がするか主人がするか，この2点
が大きな違いであった。
　終りに臨み，バタバタ茶を実際に立てて下さった谷
口ふみさんと斉藤もとさん，聞き取り調査にご協力頂
いた内山千恵子さん，斉藤美保子さん，山川いみ子さ
ん，斉藤魏氏，細井顕輝氏，有益なご助言を頂いた糸
魚川市役所・松野功氏及び木島勉氏，更に調査に解答
を頂いた皆様方に厚くお礼を申し上げます。
　なお，本研究にご支援を頂いている財団法人日本食
生文化財団に深謝いたします。
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